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1 はじめに

現在，インターネットの普及によりWeb上の情報が
増加してきている．それらの情報を検索する際，多く

のユーザはロボット型検索エンジンを利用する．しか

し，それらの検索エンジンが返す検索結果は大量であ

る．また，検索結果はリスト形式で返される．そのた

め，必要な情報であるかどうか，検索結果すべてを評

価するにはユーザに多くの負担がかかる．この問題を

解決するために，検索結果をクラスタリングして，ユー

ザに提示するシステムがある [1]．
このシステムでは，生成されたクラスタにそれらの

内容を示したラベルが付与されている．ユーザはこの

ラベルを閲覧することで，検索結果にどのような情報

が含まれているかを容易に把握することができる．

しかし，クラスタに付与されるラベルがそのクラス

タの内容を示していない不適切なものだった場合，ユー

ザはそのクラスタにどのような内容のドキュメントが

含まれているか把握することができない．これではユー

ザの負担を増やしてしまうことになる．そこで，本研

究では一致率を用いた検索結果クラスタへのラベル付

け手法を提案している [2][3]．これにより，より適切な
ラベル付けを目指す．

2 提案手法

2.1 概要

提案手法における処理の流れを図 1に示す．ロボッ
ト型検索エンジンに検索キーワードを入力し，検索結

果を取得する．その検索結果から，タイトル・サマリ

を抽出し，茶筌¶で形態素解析を行う．この形態素解析

結果から，品詞が名詞，未知語である形態素のみを抽

出する．また，形態素解析結果を利用して TermExtract∥

で複合名詞も生成する．これら形態素，複合名詞をド

キュメントの素性として利用する．

次に，素性に t f · id f で重み付けを行い，その重みを
Webドキュメントごとに正規化する．これら正規化さ
れた素性を利用して k-meansでクラスタリングを行う．
最後に，一致率を計算し，これを用いて検索結果クラ

スタの内容を適切に示したラベル付けを行う．
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図 1: 提案手法の流れ

2.2 一致率

ある検索キーワードを利用して取得した検索結果を

クラスタリングする．それにより生成された検索結果

クラスタに付与するラベルが適切であるならば，はじ

めの検索キーワードとそのラベルを利用して AND検
索した場合，そのラベルが付与される検索結果クラス

タに含まれるWebドキュメントは，その AND検索結
果中に多数含まれるものと考えられる．提案手法では，

この一致した度合いを一致率として用いる．

一致率 CRを式 (1)に示す．

CR(t,C(l)) =
| C(l) ∩ R(q, t) |
| C(l) | · 100[%] (1)

ここで，C(l)は正解ラベルが lとなるクラスタ，R(q, t)
は素性 t と検索キーワード qの AND検索結果を表し
ている．また，クラスタ C(l)と AND検索結果 R(q, t)
に共通するWebページの集合が C(l) ∩ R(q, t)である．
これにより，クラスタ C(l)に所属する素性 tの一致率
CR(t,C(l))を求める．
こうすることで，クラスタに所属するWebドキュメ

ントを多く含むAND検索結果を取得できる素性 tの重
みを大きくすることができる．

2.3 ラベル付け

提案手法でのラベル付けは t f · id f に一致率CRを掛
け合わせた値を用いて行う．ラベル付けに使用する素

性 tの重みW を式 (2)に示す．

W(t,C(l)) =
∑
C(l)

w(t, d) (2)

クラスタ C(l) 内の Web ドキュメントに存在する素
性の正規化された重み w(t, d)の総和が，素性 tの重み
W(t,C(l))となる．クラスタ内に同じ素性が多く存在し
た場合，これは，重要な素性であると考えられる．そ

¶ChaSen –形態素解析器, http://chasen-legacy.sourceforge.jp/
∥TermExtract, http://gensen.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/termextract.html
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のため，同じ素性の重み w(t, d)を足し合わせることに
より，その素性の重要度を高くすることができる．

提案手法の重みを CRW とし，式 (3)に示す．

CRW(t,C(l)) = CR(t,C(l)) ·W(t,C(l)) (3)

式 (2)によって求められた素性 tの重みW(t,C(l))に，
式 (1)によって求められた素性 tの一致率CR(t,C(l))を
掛け合わせて求める．これにより，一致率を考慮した

重みを付けることができる．

この重み CRW を利用して，クラスタにラベル付け
を行う．

3 評価実験

3.1 実験データ

実験にはOpen Directory Project∗（以下ODP）のディ
レクトリ「レクリエーション」以下のWebドキュメン
トを利用する．このディレクトリ以下のWebドキュメ
ントのうち，タイトル・サマリにディレクトリ名を含

んでいるWebドキュメントのみを実験データとして利
用する．

正解ラベルには，Webドキュメントが所属している
ディレクトリのディレクトリ名を利用する．

3.2 評価方法

評価ではODPのディレクトリ名を正解ラベルとして
使用する．正解ラベルとして用いるディレクトリ名は，

クラスタに所属するWebドキュメントの 80%以上がも
つものとする．クラスタのWebドキュメントに共通す
るディレクトリ名がない場合は，そのクラスタを評価

しない．

評価は再現率と精度によって行う．再現率は式 (4)に
よって求められる．精度は式 (5)によって求められる．
ここで，Rは指定した順位までの正解ラベルの個数で
ある．N は全正解ラベルの個数である．C は指定した
順位までのラベル候補の個数である．

recall =
R
N

(4)

precision =
R
C

(5)

評価における比較手法として，DavidらのWikipedia
の知識ベースを活用してクラスタに付与されるラベル

を強化する手法で利用されている，ct f · cd f · id f を利
用する [4]．

3.3 実験結果と考察

評価可能なクラスタ数は 573となり，全正解ラベル
の個数は 725となった．
再現率と精度の結果を表 1に示す．再現率の結果に

おいて，第 4位までは ct f · cd f · id f よりも提案手法の
ほうが高い．しかし，第 5位以降を含めた場合は，提案

∗Open Directory Project, http://www.dmoz.org/

表 1: 再現率と精度
順位

再現率 精度
提案手法 ct f · cd f · id f 提案手法 ct f · cd f · id f

1 48.70% 45.80% 50.90% 45.00%
2 11.90% 10.80% 21.90% 18.80%
3 7.70% 10.60% 13.60% 15.50%
4 5.10% 5.90% 9.50% 9.10%
5 4.80% 5.50% 9.60% 7.10%
6 3.30% 4.70% 7.80% 6.30%
7 1.80% 2.60% 5.30% 5.30%
8 1.40% 1.90% 7.50% 3.40%
9 1.50% 1.90% 4.70% 4.20%

10 0.40% 1.20% 8.30% 3.50%
11 ∼ 13.40% 9.00% 4.10% 2.60%

手法の再現率は ct f ·cd f · id f よりも低い．一致率は，そ
の値が低いラベル候補を下位に下げる性質がある．つ

まり，ラベル候補の下位に存在した正解ラベルの一致

率が低く，さらに下位に下がってしまったため，再現

率が低下したと考えられる．

精度の結果では，第 3位，第 7位以外で提案手法の
精度が ct f ·cd f · id f よりも高い．これは，一致率によっ
て，正解ラベル以外のラベル候補を下位に下げたため

と考えられる．このことから，一致率の重要度を大き

くすれば，上位の精度がさらに向上すると考えられる．

再現率と精度両方の結果から，提案手法は少ないラ

ベル候補数で正解ラベルを上位に残すことが可能なこ

とを示唆している．以上のことから，提案手法は検索

結果クラスタへのラベル付けに有効である．

4 まとめ

本稿では，一致率を用いた検索結果クラスタへのラ

ベル付け手法を提案し，再現率と精度でその性能評価

を行った．評価実験の結果，検索結果クラスタへのラ

ベル付けに一致率を用いるのは有効であることが示さ

れた．

今後の予定として，一致率の重要度を大きくし，さ

らなる再現率と精度の向上を目指す．また，クラスタ

にいくつのラベルを付与するのが適切か調査を行う予

定である．
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